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以  上 
 



（単位：百万円）

（資　産　の　部） （負　債　の　部）

流 動 資 産 63,947 流 動 負 債 190,110

現 金 及 び 預 金 7,627 48,739

受 取 手 形 231 29,386

売 掛 金 23,695 12,169

有 価 証 券 14 3,081

商 品 15,774 2,924

貯 蔵 品 123 1,869

繰 延 税 金 資 産 7,829 17,129

短 期 貸 付 金 5,215 62,974

そ の 他 8,454 3,335

貸 倒 引 当 金 △ 5,019 34

7,870

25

570

固 定 資 産 317,741 固 定 負 債 107,342

有形固定資産 241,662 84,658

建 物 及 び 構 築 物 120,328 1,279

機 械 及 び 器 具 備 品 1,126 16,037

土 地 119,752 5,366

建 設 仮 勘 定 454

無形固定資産 2,644 297,452

借 地 権 1,702 （純　資　産　の　部）

ソ フ ト ウ ェ ア 837 株 主 資 本 82,475

そ の 他 103 10,000

投資その他の資産 73,434 9,358

投 資 有 価 証 券 15,425 9,358

関 係 会 社 株 式 8,465 63,116

長 期 貸 付 金 1,246 2,441

長 期 保 証 金 33,877 60,674

長 期 前 払 費 用 14,746 別 途 積 立 金 38,729

繰 延 税 金 資 産 194 土 地 圧 縮 積 立 金 5,639

そ の 他 1,083 償却資産圧縮積立金 5,219

貸 倒 引 当 金 △ 1,604 繰 越 利 益 剰 余 金 11,087

評価・換算差額等 1,762

908

△ 4

858

84,237

381,689 381,689

（注） 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

　

純資産合計

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益

利 益 準 備 金

資 本 準 備 金

利 益 剰 余 金

そ の 他 利 益 剰 余 金

その他有価証券評価差額金

　貸　借　対　照　表　

科          目 科          目金          額 金          額

(平成25年2月28日現在)

買 掛 金

商 品 券

短 期 借 入 金

未 払 法 人 税 等

未 払 費 用

前 受 金

未 払 金

預 り 金

賞 与 引 当 金

資産合計 負債・純資産合計

事 業 整 理 損 失 引 当 金

そ の 他

そ の 他

資 本 剰 余 金

土 地 再 評 価 差 額 金

商品券等回収損失引当金

役 員 賞 与 引 当 金

長 期 借 入 金

退 職 給 付 引 当 金

資 本 金

再評価に係る繰延税金負債

負債合計
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　 損 益 計 算 書 　

（単位：百万円）

科            目 金                 額

652,793

7,727 660,521

498,059

3,540 501,599

158,921

143,458

15,462

1,002

2,389 3,391

1,620

3,043 4,663

14,190

180

339

341 861

2,255

130

1,472

10

370 4,239

10,812

4,068

1,070 5,138

5,674

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

平成２５年  ２月２８日まで

不 動 産 賃 貸 収 入

商 品 売 上 原 価

固 定 資 産 処 分 損

投 資 有 価 証 券 売 却 損

そ の 他

特 別 利 益

不 動 産 賃 貸 原 価

売 上 総 利 益

営 業 利 益

当 期 純 利 益

法 人 税 等 調 整 額

法 人 税 ､ 住 民 税 及 び 事 業 税

税 引 前 当 期 純 利 益

事 業 整 理 損

営 業 外 費 用

支 払 利 息

そ の 他

経 常 利 益

事業整理損失引当金戻入額

投 資 有 価 証 券 売 却 益

特 別 損 失

営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金

固 定 資 産 売 却 益

減 損 損 失

投 資 有 価 証 券 評 価 損

販売費及び一般管理費

売 上 原 価

売 上 高

商 品 売 上 高

平成２４年  ３月  １日から

－２－
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個 別 注 記 表 

 

 

(重要な会計方針に係る事項に関する注記) 

 

１．資産の評価基準及び評価方法 

   (1) 有価証券の評価基準及び評価方法 

      子会社株式及び関連会社株式      移動平均法による原価法 

        その他有価証券 

          時価のあるもの  期末日の市場価格等に基づく時価法 

                            （評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定） 

         時価のないもの  移動平均法による原価法 

なお、投資事業有限責任組合及びそれに類する組合への出資（金融商品取引法第２      

条第２項により有価証券と見なされるもの）については、組合契約に規定される決算報

告日に応じて入手可能な最近の決算書を基礎とし、持分相当額を純額で取り込む方

法によっております。   

                     

   (2) デリバティブの評価基準及び評価方法 

       デリバティブ  時価法 

 

   (3) たな卸資産の評価基準及び評価方法 

       商      品   売価還元法による低価法（収益性の低下に基づく簿価切下げの方法） 

       貯   蔵   品   先入先出法による原価法（収益性の低下に基づく簿価切下げの方法） 

     

２． 固定資産の減価償却の方法 

        有形固定資産（リース資産を除く） 

   建物及び構築物       定額法 

                 その他の有形固定資産    定率法 

 

        無形固定資産（リース資産を除く） 

   定額法 （自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間５年により償却） 

 

リ ー ス 資 産   所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法 

なお、リース取引開始日が平成 21 年２月 28 日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取

引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。 

 

３． 引当金の計上基準 

        貸 倒 引 当 金  売掛金、貸付金等の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒

実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討

し、回収不能見込額を計上しております。 

 

        賞 与 引 当 金  従業員に対する賞与支給に備えるため、支給見込額を計上しております。 
 

役 員 賞 与 引 当 金  役員に対する賞与支給に備えるため、支給見込額を計上しております。 

 

商品券等回収損失引当金  商品券等が負債計上中止後に回収された場合に発生する損失に備えるため、 

過去の実績に基づく将来の回収見込額を計上しております。 
 

      事業整理損失引当金    百貨店事業の店舗閉鎖に伴う損失に備えるため、所要額を計上しております。 
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       退 職 給 付 引 当 金   従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年

金資産の見込額に基づき、当事業年度末において発生していると認められる額

を計上しております。 

                               過去勤務債務は、発生時の平均残存勤務期間以内の一定年数（１２年）による

定額法により、費用処理しております。 

                              数理計算上の差異は、発生時の平均残存勤務期間以内の一定年数(１２年）に

よる定額法により、それぞれ発生の翌事業年度から費用処理しております。 

 

４．ヘッジ会計の方法 

       ヘッジ会計の方法   繰延ヘッジ処理によっております。なお、特例処理の要件を満たす金利スワッ

プ取引については特例処理を、為替予約が付されている外貨建金銭債権債務等

については振当処理を採用しております。 

     ヘッジ手段とヘッジ対象  

          ヘ ッ ジ 手 段   金利スワップ取引、為替予約取引 

       ヘ ッ ジ 対 象   借入金の支払金利、外貨建営業債権債務、外貨建予定取引 

      ヘッジ方針      リスク管理方針に基づき、金利変動リスク及び為替変動リスクをヘッジして 

おります。 

      ヘッジ有効性評価の方法 

         ヘッジ手段及びヘッジ対象について､毎期末に個別取引毎のヘッジ効果を検証しておりますが､ 

ヘッジ手段とヘッジ対象の資産･負債または予定取引に関する重要な条件が同一であり、高い有効

性があるとみなされる場合には、有効性の判定を省略しております。 

 

５．消費税等の会計処理 

   消費税等の会計処理は、税抜方式によっております。 

 

６．追加情報 

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用） 

当事業年度の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準」（企業会計基準第 24 号  平成 21 年 12 月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 24 号  平成 21 年 12 月４日）を適用しております。 

 

 

(貸借対照表に関する注記) 

 
１．関係会社に対する短期金銭債権         5,230 百万円  

関係会社に対する長期金銭債権              161 百万円 

関係会社に対する短期金銭債務        59,005 百万円 

関係会社に対する長期金銭債務        79,560 百万円 

 

２．有形固定資産の減価償却累計額        182,952 百万円 

 

３．担保に供している資産及び担保に係る債務 

(1) 担保に供している資産 

建物及び構築物             8,428 百万円 

土地                  1,330 百万円 

(2) 担保に係る債務 

    借入金                              3,671 百万円 

 

４．保証債務残高                  

従業員住宅融資金制度による従業員の借入金に対する保証  4 百万円  

 

５．土地再評価法 

   株式会社横浜松坂屋（平成 21 年１月１日合併）から合併により引継いだ土地については、同社において「土地の再評

価に関する法律」（平成 10 年３月 31 日公布法律第 34 号）及び「土地の再評価に関する法律の一部を改正する法律」（平

成 11 年３月 31 日公布法律第 24 号）に基づき、事業用土地の再評価を行っております。 

 



 

 

 

－5－

 

    再評価の方法      土地の再評価に関する法律施行令（平成 10 年３月 31 日公布政令第 119 号）第２条第５号

に定める不動産鑑定士による鑑定評価額により算出 

    再評価を行った年月日  平成 12 年２月 29 日 

    再評価を行った土地の当事業年度末における時価と再評価後の帳簿価額との差額  1,716 百万円 

 

 

 (税効果会計に関する注記) 
（追加情報）  

 平成 23 年 12 月２日に「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」(平

成 23 年法律第 114 号)及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置

法」（平成 23 年法律第 117 号）が公布され、平成 24 年４月１日以降開始する事業年度より法人税率が変更されることと

なりました。 

これに伴い、平成 25 年３月１日から開始する事業年度以降において解消が見込まれる一時差異等については、繰延税金

資産及び繰延税金負債を計算する法定実効税率が 40.6％から 38.0％に変更されます。また、平成 28 年３月１日から開始

する事業年度以降において解消が見込まれる一時差異等については、繰延税金資産及び繰延税金負債を計算する法定実効

税率が 40.6％から 35.6％に変更されます。 

この変更により、当事業年度の流動資産の繰延税金資産が 365 百万円、繰延ヘッジ損益（貸方）が 0百万円それぞれ減少

し、法人税等調整額（借方）が 365 百万円増加しております。 

 

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

 

繰延税金資産 

   退職給付信託有価証券                   4,220 百万円 

土地評価損                         3,012 百万円 

商品券等回収損失引当金                                  2,944 百万円 

退職給付引当金                     2,235 百万円 

ポイント未払金                              2,204 百万円 

賞与引当金                       1,267 百万円 

資産除去債務                        799 百万円 

貸倒引当金繰入限度超過額                  441 百万円 

減価償却超過額                        436 百万円 

固定資産減損損失                      390 百万円 

    その他                         3,568 百万円 

   繰延税金資産小計                      21,522 百万円 

評価性引当額                       △5,445 百万円 

繰延税金資産合計                      16,077 百万円 

繰延税金負債                       

   資産除去費用                           △282 百万円 

退職給付信託返還株式                      △994 百万円 

圧縮積立金等                         △6,261 百万円 

その他                              △515 百万円 

   繰延税金負債合計                     △8,053 百万円 

   繰延税金資産の純額                     8,024 百万円 

   再評価に係る繰延税金負債                 △1,279 百万円 

 

  繰延税金資産の純額は、貸借対照表の以下の項目に含まれております。   

     流動資産－繰延税金資産                                  7,829 百万円 

     固定資産－繰延税金資産                   194 百万円 

     固定負債－再評価に係る繰延税金負債          △1,279 百万円 
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 (関連当事者との取引に関する注記) 

   １．親会社                                    (単位：百万円) 

種 類 会 社 等の 名 称 議決権等の所有 

(被所有)割合 

関連当事者 

との関係 

取引の内容 取引金額 

 

科 目 期末残高 

親会社 
Ｊ．フロント 

リテイリング㈱   

被所有 

直接 100% 

資金の借入 

 

役員の兼任 

経営指導 

資金の借入 

 

利息の支払 

経営指導料 

の支払 

債務被保証 

78,200 

 

301 

2,059 

 

9 

短期借入金 

長期借入金 

－ 

－ 

 

－ 

8,640 

79,560 

－ 

－ 

 

－ 

 

取引条件及び取引条件の決定方針等 

(注１) 資金の借入については、市場金利を勘案して利率を合理的に決定しております。 

(注２) 経営指導料の支払については、契約条件により決定しております。 

(注３) 債務被保証は、取引先からの要請に基づき、顧客からの預かり旅行代金に対し必要と認められる保証を受け 

ております。 

(注４) 取引金額には消費税等は含まれておりません。 

 

   ２．子会社等                                   (単位：百万円)                              

種 類 会 社 等の 名 称 議決権等の所有 

(被所有)割合 

関連当事者 

との関係 

取引の内容 取引金額 

 

科 目 期末残高 

子会社 

㈱大丸松坂屋友の会 
所有 

 直接 100％ 
役員の兼任 

資金の預り 

利息の支払 

－ 

681 

預り金 

－ 

36,141 

－ 

㈱博多大丸 
所有 

 直接 69.9％ 
役員の兼任 

資金の預り 

利息の支払 

－ 

35 

預り金 

－ 

10,668 

－ 

㈱今治大丸 
所有 

 直接 100％ 
資金の援助 資金の貸付 －  短期貸付金  4,274 

 

取引条件及び取引条件の決定方針等 

(注１) 資金の預りについては、市場金利を勘案して利率を合理的に決定しております。 

(注２) 取引金額には消費税等は含まれておりません。 

(注３) ㈱今治大丸は、平成 21 年２月 28 日開催の株主総会において解散を決議しており、清算中であります。なお、 

同社に対する貸付金については、全額貸倒引当金を計上しており、貸付に対する受取利息については、清算中

のため、減免措置を講じております。 
 

   ３．兄弟会社等                                 (単位：百万円)                              

種 類 会 社 等の 名 称 議決権等の所有 

(被所有)割合 

関連当事者 

との関係 

取引の内容 取引金額 

 

科 目 期末残高 

親会社 

の 

子会社 

㈱JFR オフィス 
サポート 

な し 資金の借入 
資金の借入 

利息の支払 

－ 

49 

短期借入金 

－ 

6,223 

－ 

 

取引条件及び取引条件の決定方針等 

(注１) 資金の借入については、市場金利を勘案して利率を合理的に決定しております。 

(注２) 取引金額には消費税等は含まれておりません。 

 

 

(１株当たり情報に関する注記) 

 

  １．１株当たり純資産額                507 円 77 銭 

  ２．１株当たり当期純利益                 34 円 21 銭 

 

 


